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福島東稜 田村
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT F R As

0 * 11 2 1 3 2 4 * (C) 24 4 3 6 3

1 * (C) 0 0 0 0 1 5 * 13 1 4 2 2

3 2 0 1 0 0 6 * 11 3 1 0 3

11 - - - - - - - 7 * 3 1 0 0 5

12 11 0 5 1 3 8 * 16 1 5 3 3

13 4 0 2 0 4 9 5 1 1 0 0

17 0 0 0 0 1 10 7 0 3 1 0

18 7 0 3 1 3 11 5 1 1 0 1

19 0 0 0 0 4 12 0 0 0 0 1

23 6 2 0 0 2 13 0 0 0 0 0

24 - - - - - - - 14 - - - - - - -

33 * 3 0 1 1 0 15 - - - - - - -

35 * 50 0 24 2 2 16 - - - - - - -

55 * 6 0 2 2 0 17 - - - - - - -

75 3 0 1 1 0 18 - - - - - - -

103 4 40 11 22 0 0 84 12 18 12 18 0 0

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　　F…ファウル *E…エントリー変更
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男子シード順位決定戦

クルーチーフ

1stアンパイア

2ndアンパイア 森 田 淳

第68回福島県高等学校体育大会
バスケットボール競技

コーチコーチ 小田島　　誠

影　山　輝　月

大　内　和　希

鈴　木　颯　太

鈴　木　涼　太

鈴　木　爽　蒼

近　藤　怜　羅

寺　島　凜　生

二文字屋  哲

瀬　良　空　流　

酒　井　晴　喜

瀧　深　陸　斗

馬　場　里　空

佐　藤　獅　恩

松　田　大　陸 E

郡　司　　　堅

船　木　　　楽 E

岩　本　隼　祐

安　藤　颯　良

佐　藤　亮　輔

大　石  葵　也

寺　澤　大　陽

椎　名  隆　人

石　河  優　平

アデバヨ オニロルワ ジョセフ

増　子　巧　豊

新　田　大　和

合計合計

戦　　評

記載者 橋　本　拓　也 （所属） 県南バスケットボール協会

小　倉　志　龍 E

選　手　氏　名

(県南)

佐　藤　凌　駕

青　野　拓　夢

No. 4B4 日時：

選　手　氏　名

加　藤　旭　陽 E　

佐　藤　義　宗

福島東稜 田村103 84

2022年6月5日(日) 会場： 郡山北工業高等学校15:30

齋 藤 文 弥

加 藤 淳 也

○ ●(県北)

第１Q 東稜は1-1-3のハーフコートゾーンディフェンス，田村はオールコートマンツーマンディフェンスでスタート。試合開始すぐに，東稜＃35の

ポストプレイで先制点。その後も＃35のリバウンドやゴール下シュートで得点を重ねていく。田村も積極的に仕掛けるディフェンスから#5の３Pな

どで得点を重ねる。東陵はファウルからフリースローを獲得する。田村はスピードを生かしたオフェンスで応戦し，お互い一歩も譲らず23-25の

田村リードで１Q終了。

第２Ｑ 田村はオールコートゾーンプレスを仕掛け，相手のミスを誘うなど少しずつ流れをつかみ，#8のレイアップシュートなどで得点を重ねる。

一方，東稜も選手交代を行うなどしてプレイのリズムを作ろうとするもなかなか得点にならず，残り6分でスタートのメンバーを戻す。しかし，田

村の連続３Pなどで一時8点差にする。東稜#35の粘りのあるポストプレイで得点差を縮め、前半46-48で終了。

第３Q 東稜は2-2-1のゾーンプレスから，田村はマンツーマンディフェンスでスタート。東稜＃55のシュートから始まる。2分が経過したところで

東稜のディフェンスが機能し相手のミスから得点を重ね逆転に成功する。その後，田村＃5の巧みなオフェンスから得点を重ね、応戦するも東

稜#35のゴール下で得点し，主導権を握らせない。東陵は，#0の３Pやリバウンドシュートで6点差にし，残り3分で田村がタイムアウトを要求。そ

の後も，東稜の流れは変わらず、#35のダンクシュートなどで得点を確実に重ねていく。72-60の東稜リードで３Q終了。

第４Ｑ 東稜#35のポストプレイが続き，ゴール下で得点を重ねる。開始3分で東稜＃13が4つ目のファウルでのメンバーチェンジに合わせて，

田村がタイムアウト。田村はディフェンスの運動量を上げ必死に食らいつくも東稜#35のゴール下で得点を重ねていく。最後までゴール下を支

配し続けた東稜が103-84で勝利を勝ち取った。
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